
中学校学習展開例

校種/教科等 中学校　社会科 対象学年 第３学年

単元名 憲法が保障する基本的人権

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

技能的側面　③人間関係調整力 ・ 問題解決力

深める

　社会的障壁の除去について話し
合う中で、 小学校で学習した障害
者差別解消法を想起し、 その意義
について、 他の人権課題と関連付
けて理解する。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　人権に関する課題について話し合う活動を通して、 法律に基づいた行動が平等な社会づくりにつな

がることを理解し、 まとめることができる。 【思考力 ・ 判断力 ・ 表現力等】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　資料を読み取り、 平等な社会
づくりについての課題を話し合
う。

2　女性に関する人権の課題に気
付くとともに人権課題を自分の
課題として捉える。

〇　生徒が 「人権課題は自分たちの課題である」 と捉えるとと
もに、 本時のねらいである 「平等な社会づくりとは」 という
問いを持てるようにする。

○　男女でみた平均年収や雇用の形態別、 管理職の割合を提
示し、 男女間の格差から課題 （女性の人権に関する課題）
を捉え、 「法の下の平等」 の観点から、 平等な社会づくりに
ついて考えていこうと方向付ける。

※　管理職の意味については、 説明を加えると理解につながり
やすい。

★１　参考資料については、 P.86 を参照する。
※　女性の人権に関する人権課題については、 学校や生徒の

実態等を踏まえ、 教科書に掲載されている資料等を活用し
たり、 他の人権課題に変更したりする等、 指導内容を工夫す
る必要がある。

１０

3　映画館に行った場面での、 社
会的障壁について考え、 基本的
人権の観点から意見を出し合う。

（１）　映画館は映画観賞を楽しむ

ために、 様々な設備等の工夫が
あることに気付く。 　
・ 座席を選ぶ
・ 飲み物等を買い、 会場に運ぶ
・ トイレに行く　　　　　など

（2）　車いすを利用している人が

映画館を利用する場合に、 困る
ことがあるかに気付く。
・ どこで鑑賞すればよいか困る

のではないか
・ 買った飲食物を運べないので

はないか
・ 多目的トイレが必要ではない

か

○　社会的障壁について考え、 基本的人権の観点から意見を
出し合うことができるようにする。

○　まず、 自分が映画館を利用した場合の行動を想定する。
※　映画館を利用したことがない生徒がいることも想定してお

く。 映画館試写室の座席の挿絵等を準備すると生徒がイメ
ージしやすい。 また、 挿絵等を活用し、 「自分が座りたい座
席の場所は」 と選ばせてみると、 この後の車いすを利用して
いる人が座席を選ぶことの観点となる。

○　次に、 車いすを利用している人が映画館を利用した場合の
行動を想定し、 全体で意見を共有する。

※　座席については、 車いすで鑑賞できるスペースが設けられ
ていて、 映画館によって様々な配慮があることを伝える。

○　車いすの利用者に、 設備等の利用で制限があるのではな
いと投げかけ、 生徒の考えを取り上げる。

１５

・ 20 代では小さな差があり、 だ
んだん差が大きくなっている。

・ 女性の管理職の割合が少ないこ
とと、 賃金の差が大きくなって
いることが、 関連しているので
はないか。

　めあて　平等な社会づくりについて話し合い、 課題解決に向けて自分の考えをまとめよう。
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（3）　映画館の設備等について、

車いすを利用している人が困っ
ていることを基本的人権の観点
から意見を出し合う。
・ 座席が選択できないのはどう

だろうか
・ 一緒に行った人と座席に座っ

て鑑賞したいかもしれない
・ 施設の設備を変えることは、

難しいのではないか
・ 映画館だけだろうか

○　次の学習活動につながるように最後に 「障害者差別解消
法」 についてふれる。 その際、 小学校での同法についてど
のように学習したのかについて想起させてもよい。

　

4　「障害者差別解消法」 から解決
方法を考える。

（1）　「障害者差別解消法」 の内容

を理解する。
・ 不当な差別的取扱いの禁止
・ 社会的障壁の除去

※　主な条文
　 第１条、 第２条１ ・ ２、 第７条、

第８条

（2） 合理的配慮の内容を理解し、

解決方法について話し合う。
・ 合理的配慮の提供

※　主な条文
　 第５条、 第７条、 第８条

（3） 法に基づいた言動の大切さ

に気付く。

★２　具体的な説明の例については、 P.85 を参照する。

○　不当な差別的取扱いの禁止、社会的障壁の除去について、
定義を示し、 具体例を用いて説明する。

※　社会的障壁の除去 ( 事物 ) の例として、 学習活動３とつ
ないで、車いすスペースや多目的トイレについて示す。 また、
参考資料 『「合理的配慮」 を知っていますか？』 【内閣府】
を活用し、 社会的障壁の除去の例を説明することも考えら
れる。

○　合理的配慮の定義を示し、 具体例を用いて説明する。
※　社会的障壁の除去 ( 観念 ) とつないで、 車いすを利用し

ている人は車いすスペースで鑑賞するはずだと、 話を聞か
ず決めつけてしまうこともあるかもしれないことに気付か
せる。その際、参考資料『「合理的配慮」を知っていますか？』
【内閣府】 を活用し、 合理的配慮の例を説明することも考
えられる。 　　

　
○　学習展開２をふりかえり、男女間の格差の解消のため 「男

女雇用機会均等法」 や 「男女共同参画社会基本法」 があ
ることを説明し、 法を理解し、 法に基づいた行動をしてい
く必要があることを押さえる。 そして、 社会的障壁は事物
の除去とともに、 観念等の除去が重要であり、 課題解決
は、 国の責務であるとともに国民の責務でもあることをお
さえ、 本時のまとめをする。

２０

5　平等な社会づくりの解決方法
について自分の考えをまとめ
る。
・ 法の内容を理解して、 自分が

できることを考え、 行動して
いく

・ 相手の意思を聞いて行動した
り、 話し合ったりするといっ
た合理的配慮の考え方は、 他
の課題を解決する上でも大切
だ

○　自分の考えをまとめられるように、 本時でのキーワード
やまとめ方の例を示す。

※ （事後展開の例）　
　設備等について調べる、 法の内容について調べるといっ
た学習活動にもつなぐことができる。

５

　まとめ　一人一人が法の内容を理解するとともに、 法の基本理念に基づいた行動を

していくことは、 平等な社会づくりにつながる。
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